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論文の内容の要旨 
 
下川美佳氏の博士学位論文は、大学剣道における女子競技者の踏み込み音が打突の評価に及ぼす影響
について明らかにしたものである。この内容は、著者が長く大学剣道選手の指導に当たってきた中で、
十分な競技経験をもち、動作が習熟している大学生であるからこそ重要な視点であり、また大学から行
うことが多い審判者としての質を向上させるためにも、踏み込み音に着目するべきではないかという考
えによるものである。その要旨は以下の通りである。 
第 1章では、本論文の背景として、剣道における有効打突に関する実践知探求の重要性、有効打突の
判断方法、有効打突に関連する課題、打突の音に関するこれまでの研究等を示した上で、本研究の目的
を、剣道の打突時複合音における踏み込み音に着目し，踏み込み音が小手打ち時の打突の評価に及ぼす
影響を探ることとしている。さらに研究の意義、予想される研究の限界、本研究で用いた用語の定義を
示している。 
 第 2章では、打突に伴って生じる発声、打突音、踏み込み音を大学剣道競技者が競技者および審判者
の視点で「どのように捉えているか」について明らかにすることを目的としている。そのために著者は、
大学剣道競技者を対象に、打突に伴って発生する音の捉え方に関するアンケート調査を実施し、大学剣
道競技者における打突に伴って発生する音の捉え方の実態について検討している。その結果、競技者と
審判者のそれぞれの視点で、打突に伴って発生する音に着目する必要性と踏み込み音に関して今後改善
する重要性を明らかにしている。 
 第 3章では、打突音と踏み込み音およびそれらの複合音の相違を明らかにすることを目的としており、
剣道の小手打ち時の打突動作に伴って発生する打突音と踏み込み音が複合音（打突音＋踏み込み音）に
与える影響について検討している。その結果、打突音と踏み込み音およびそれらの複合音の構成する周
波数帯の振幅スペクトル量はそれぞれ異なり、打突音は複合音と踏み込み音より音の強さが弱いことを
示している。また、低音域における複合音への貢献は打突音と踏み込み音で異なる可能性があり、複合
-２ 
音に対する貢献は踏み込み音によると推察しており、そのため著者は、人の聞き取りやすく大きな音が
する踏み込み音は、有効打突の判定に何らかの影響を与えるとまとめている。 
 第 4章では、踏み込み音の違いによる打突における冴えや強度の評価に及ぼす影響を探ることを目的
としている。そのため、映像資料の作成と一対比較法による評価テストを実施し、異なる踏み込み音に
よる打突における冴えや強度の評価の違いと対象者の冴えや強度に対する評価の嗜好について検討し
ている。その結果、打突の冴えや強度の聴覚的判断において、踏み込み音が加わることで、良い評価を
受けることを明らかにしている。また、その踏み込み音は、足裏全体で床に接地する踏み込み音が好ま
しいことを示唆し、踏み込み方は冴えに、音の大きさは強度の評価に影響するとの知見を得ている。こ
れらのことから著者は、踏み込み音は打突の冴えや強度の評価に影響を及ぼすことを明らかにしている。 
第 5章では、総括議論として、本研究にて明らかとなった踏み込み音の特徴と必要性をまとめている。
特に、打突音と踏み込み音が複合した音は、踏み込み音の影響を受けており、異なる踏み込み音は、打
突を視聴した際に打突の冴えや強度の評価に影響を及ぼすこと、さらに踏み込み方は打突の冴えに、音
の大きさは打突の強度の評価に影響を及ぼす可能性があるとの知見を得たとまとめている。  
 以上の結果を踏まえて著者は、大学生の剣道実践者は有効打突の取得、すなわち競技力の向上のため
に踏み込み音に着目した取り組みが有益であろうと述べている。また、大学生から行うことの多い剣道
の審判者として有効打突を判定する際には、打突を確実に眼で見定める能力と、打突音と踏み込み音を
聞き分ける能力がいずれも必要であるとまとめている。 
 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
  
 下川美佳氏の論文において示された、剣道の踏み込み音に関する一連の研究成果は、競技歴が長く熟
練した大学剣道実践者への指導に対して、また大学から特に行うことが増える審判者としての質を向上
させる指導に対してのいずれの視点においても有益な知見である。特に剣道で発生するすべての音の中
で、踏み込み音の重要性を示したこと、周波数分析を試みてそれぞれの音の特徴を客観的に明らかにし
たこと、一対比較法により音の聞き分け方を確認していることなどの点は、これまでの研究では行われ
ておらず高く評価できる。本研究に基づいて公表される刊行物は、今後多くの大学剣道関係者に引用さ
れることが予想される。 
平成 31 年 2 月 6 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（体育スポーツ学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
